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労働災害発生の推移（神奈川県内）
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労働災害発生の推移（神奈川県内）
主要業種との比較
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労働災害発生の推移（川崎市内）
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労働災害発生状況の推移（川崎市内）
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令和3年労働災害発生状況（12月末）

死亡 休業 前年同期比 新型コロナ

神奈川県 38 7,854 +1,326 約1,000人

社会福祉施設 3 1,109 +363 約240人

川崎市 6 1,142 +255 約130人

社会福祉施設 1 184 +97 約40人



社会福祉施設における死亡災害事例

令和3年1月 60歳代
事業場内で新型コロナウイルス感染症にり患し、死亡した
もの。
令和3年4月 80歳代
訪問介護を行うために自転車で利用者宅に向かう途中、交
差点で乗用車と接触したもの。
令和3年7月 70歳代
自電車で移動中、交差点を横断中に左折してきたトラック
に巻き込まれたもの。



社会福祉施設における労働災害
（令和3年事故の型別）
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社会福祉施設における労働災害
（令和3年 年齢別）
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令和3年社会福祉施設における労働災害
（神奈川県内）

死亡災害が3件発生！ 3件とも60歳代以上
交通事故2件、新型コロナ1件
他業種と比較して増加率が高い！
無理な動作・動作の反動による腰痛、
転倒災害が多発！
50歳代以上の労働災害が多発！



社会福祉における安全衛生管理

安全衛生管理体制
施設の規模（労働者数）に応じて、衛生管理者や

衛生推進者を選任する必要があります。
労働者が50人以上の施設では、衛生委員会を毎月
開催し、労働者の健康保持増進対策や過重労働によ
る健康障害防止、メンタルヘルス対策などを労使で
協議し、議事録は3年間保存しなければなりません。



安全衛生管理体制に係る指導事例

衛生管理者（衛生推進者）が選任されていない。
衛生管理者の職場巡視など職務事項が実施されていない。
衛生推進者の氏名が掲示などにより周知されていない。
衛生委員会が毎月1回以上開催されていない。
衛生委員会に労働者代表がいない（少ない）。産業医が委員
になっていない。
健康診断事後措置や過重労働による健康障害防止、メンタル
ヘルス対策について協議されていない。
衛生委員会の議事録が労働者に周知されていない。



安全衛生員会の構成

議長

衛生管理者（使用者）

産業医（使用者）

使用者代表

労働者代表（組合）

労働者代表（組合）

労働者代表（組合）



転倒災害防止について











おすすめしてます！
転倒防止、けがの軽減
に効果的です！

高橋豊洋1
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腰痛予防について





労働衛生管理体制の整備など



















高年齢労働者の
働きやすい環境の整備



労働災害防止のために
社会福祉施設における労働災害は、転倒や腰痛
など発生が予見できるものです。
整理整頓などの職場環境の整備も大事ですが、
労働者の行動面が発生原因となっていることも
多く、労働者が危険の認識を高めることが重要
です。
労使双方が協力して労働災害防止に取り組みま
しょう！

川崎北労働基準監督署
安全衛生課長 高橋豊洋


